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1．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

  土木研究所では，舗装路面の性能や評価法に関する

研究を進めるとともに，平成 13年度から路床の性能規

定化に向けた研究に着手している．路床の性能規定は，

単に土工の施工が合理化されるだけでなく，舗装の理

論設計法構築の進展も期待できるものである． 

  筆者らは，これまでに TA法で設計された舗装断面等

について理論的解析による検討等を進め，路床上面の

圧縮ひずみを使った性能規定化の可能性を見出した１）．

本報では，それらの理論的解析で得られた数値を検証

するために土木研究所舗装走行実験場内に試験舗装を

構築し，舗装内部のひずみや応力等の計測実験を行っ

た結果について，以下に概要を報告する． 

2．．．．試験舗装試験舗装試験舗装試験舗装のののの概要概要概要概要 

  試験舗装は，図-1 に示すような 2 断面で検討した．

平面形状は，いずれの断面も幅 5m，長さ 10mである．

ひずみ計，土圧計については，荷重車走行に伴う経時

変化が測定できるように外側わだち部の直下に埋設し，

水分計については中央側へ，熱電対は路肩側へ荷重車 

の走行による影響を避けるように設置した．なお，水分 

計は路床土の含水状態の把握のため，熱電対はアスコン層の平

均温度でたわみ量を補正するために設置した． 

3．．．．計測計測計測計測およびおよびおよびおよび解析方法解析方法解析方法解析方法 

  ひずみ計と土圧計の計測は，FWDによる 49kN載荷時の動的

データとした．載荷は荷重車走行の供用前とし，オフセット載

荷での挙動も把握するために，計器埋設位置の直上から延長方

向に 2m離れた地点まで 50cm間隔で行った．また，FWDのた

わみ量についても，逆解析時の初期入力値の影響を考慮し，動

的な時系列データを収集した． 

  解析は，図-2に示すような 3通りの方法で行った．レジリエ

ントモジュラス試験は，室内試験から得られる各材料の弾性係

数を比較対象とするために行ったものである．ひずみの算出に

は，多層弾性理論プログラムの順解析版“GAMES２）”に加えて，

逆解析版“BALM99（静的）３）”および“DBALM97（動的）４）”を

用いた． 
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図-1  試験舗装の断面構成 

図-2  試験舗装データの解析フロー 
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4．．．．計測計測計測計測およびおよびおよびおよび解析結果解析結果解析結果解析結果 

4.1  弾性係数弾性係数弾性係数弾性係数についてについてについてについて 

  3通りの方法から得られた弾性係数を図-  3に示す．材料

によって若干の違いはあるが，いずれの材料もほぼ同等と

考えられるレベルの結果が得られている． 

4.2  路床上面路床上面路床上面路床上面のののの圧縮圧縮圧縮圧縮ひずみについてひずみについてひずみについてひずみについて 

  路床上面の鉛直方向の圧縮ひずみについて，FWD載荷試

験による実測値と解析値の関係を図-4に示す．3通りの解析

方法の中で，どれが正かを断言できるだけのデータは持ち

合わせていないが，いずれの方法でも，数値が大きければ

実測値との一致度は高く，数値が小さいほど実測値から乖

離する傾向が認められる．これは，載荷位置の微妙なズレ

等が影響しているためと考えられるが，図-5 に示すように

舗装の構造設計に使用することになる計器直上で載荷した

時の値（最大値）では，解析値と実測値は概ね一致してい

る． 

4.3  路床上面路床上面路床上面路床上面のののの圧縮応力圧縮応力圧縮応力圧縮応力についてについてについてについて 

  路床上面の鉛直方向の圧縮応力について，FWD載荷試験

による実測値と解析値の関係を図-6 に示す．圧縮ひずみと

同様に，数値が大きければ実測値との一致度は高く，数値

が小さいほど実測値から乖離する傾向が見られ，計器直上

で載荷した時の値（最大値）についても同様に，解析値と

実測値は概ね一致している． 

4.4  まとめまとめまとめまとめ 

  今回の検証実験結果から，実際の舗装でも理論的解析で

得られた数値とほぼ同等のひずみや応力が生じていること

が確認できた．したがって，理論的解析によって求めた路

床上面に生じる圧縮ひずみ等で路床の性能を規定すること

の有効性が検証できたものと考える． 

5．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに 

  これまでにも同種の研究成果が多く報告され，理論的解

析の検証が進められている．今回検討した舗装断面はわず

かなものであるが，今後も，同様な調査データの蓄積・解

析の継続が必要であると考える．そうすることで，実測値

の良否の判断も可能となり，そこで得られたデータを設計

へフィードバックすることが，理論的設計法を照査する上

で重要なキーポイントとなってくるであろう． 
 

＜＜＜＜参考文献参考文献参考文献参考文献＞＞＞＞ 
1）坂本ほか：舗装の耐久性を考慮した路床の性能規定に関する一検討，
土木学会第 59回年次学術講演会講演概要集，2004.9  2）松井ほか：鉛
直および水平に円形等分布の荷重作用を受ける舗装構造の弾性解析，
土木学会舗装工学論文集 第 6巻，2001.12  3）松井ほか：FWD試験に
よる弾性係数推定の精度向上に関する検討，土木学会舗装工学論文集 
第 3巻，1998.12  4）東ほか：FWDによる時系データの舗装構造評価
への適用，土木学会舗装工学論文集 第 3巻，1998.12 

y = 1.1499x0.9637

（r = 0.912）

y = 0.4867x1.122

（r = 0.938）

y = 0.0615x1.4902

（r = 0.969）

0.1

1

10

100

1000

0.1 1 10 100 1000

実測ひずみ（μ）

解
析
ひ
ず
み
（μ
）

静的→静的

動的→静的

Ｍｒ→静的

静的→静的

動的→静的

Mr→静的

1

10

100

1000

-300 -200 -100 0 100 200 300

計器埋設位置からの距離（cm）

路
床
上
面
の
圧
縮
ひ
ず
み
ε
z
s
g
（
μ
）

実測値
静的→静的
動的→静的
Mr→静的

［旧 B交通断面の例］ 

y = 0.5042x1.0987

（r = 0.958）
y = 0.2561x1.4531

（r = 0.949）

y = 0.227x1.5365

（r = 0.924）

0.1

1

10

100

0.1 1 10 100

実測応力（kPa）

解
析
応
力
（
k
P
a
）

静的→静的

動的→静的

Ｍｒ→静的

静的→静的

動的→静的

Mr→静的

図-3  算出方法の違いによる弾性係数の比較 

図-4  路床上面における圧縮ひずみの実測値と解析値の関係 

図-5  測定位置（計器からの距離）とひずみの関係 

図-6  路床上面における圧縮応力の実測値と解析値の関係 
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